
令和 8 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所：福岡市中央区、博多区、東区、新宮町 座学：清掃をする意義と社会的役割を知る 　　　実技指導：自在箒

　　　　　マンション・アパート・オフィスビル・一般企業 活動の様子の写真

実施日程：令和7年4月1日～令和8年3月31日 成果物の写真

稼働：上記期間内事業所開所日 活動内容の追加コメント

実施内容：巡回清掃・空気環境測定・ 設備点検・残留塩素測定

利用者数：16名(1日5名～7名でシフト制)     　　　　

＜目的＞

＜成果＞

 実技指導：ダストクロス

連携先企業名 光栄建物管理株式会社 担当者名 藤田次長/川島主任

連携先の企業等の意見または評価

　　　実技指導：自在箒

　　　実技指導：トイレ清掃指導：トイレ清掃

活動場所や時間、準備や片付けの方法、場に応じた清掃の方法、用具の

使い方、役割分担、グループ編成、協働的な活動の仕方等、作業指導員

が具体的な指導事項を明確に指導できる人材育成を目指す。

オフィスや工場、店舗、学校、医療施設など、さまざまな場所で清潔な

環境を保つことで、スタッフやお客様の満足度や生産性が向上するのは

もちろん、感染症のリスク低減や機械設備の長寿命化にも繋がってい

る。日常的に「誰かのためになる仕事」としての誇りを持ち、責任感を

持って業務に取り組み、清掃を徹底することで利用者や地域社会からの

信頼を得られる点も大きな意義となった。

清掃現場ではマナーやサービス品質に関するクレームが発生しやすいです。特に「挨拶がない」「態度が悪い」「作業音がうるさい」といった指摘が多く見られ、こう

したクレームは企業の信頼やリピート率にも直結するため、日々の対策が重要となり、作業前後の挨拶を徹底や作業中は静かに、必要な声掛けは丁寧に行う、現場ごと

のルールやお客様の要望を事前に把握し、柔軟に対応することが求められる。そのため定期的な現場ミーティングやフィードバックの場を設けることで、スタッフ間で

情報共有しやすくなり、現場全体の意識向上につながる。また、持続可能な清掃に取り組むことで企業イメージの向上や、取引先からの信頼獲得にもつながり、今後も

清掃業界では、技術革新と環境配慮の両立が重要テーマとなり、現場の価値向上や社会的貢献がますます注目されています。目標設定の例としては、「一日一善、必ず

1箇所は徹底的に磨き上げる」「すべての共用部のゴミゼロを維持する」など現場の価値向上を目指し、今後も業務に励んで頂きたいとの激励のお言葉をいただけた。

利用者からの意見・評価

職場環境でどのようなことに困るのか、どのような場面でお手伝いが必要かなど、具体的に伝えることも大切、「職場での理解」を深めてもら

うためにも、積極的に自分からあいさつするなど周囲の方との接触を心がけ、お互いの理解に繋げるための関係づくりを頑張りたい。仕事をす

る上では、苦手な人とも付き合わなくてはならない、好き嫌いや自己主張ばかりを前面に出すのではなく、相手の立場や行動を理解することも

必要であることを学んだ。組織の一員として守るのは当然のことで、まず自分の会社にどのようなルールがあるのかを確認し、ルールを守って

快適に仕事ができる環境を自ら作っていきたい。

電話番号 092-409-3395 対象年度 令和7年度

地域連携活動の概要

住　所 福岡市東区多の津5丁目1番28号 管理者名 靏　智哉

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ステップワーク 事業所番号 4010201038

様式２－３様式１


